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四中地区：人口 23,746 人　男 11,823 人　女 11,923 人　世帯数 11,312 世帯　R 5 . 8 . 1 現在

第38号

2023年10月３日発行　　発行者　四中地区市民委員会　文化広報部

就
任
ご
挨
拶

こ
の
度
、
梅
澤
委
員
長
か
ら
引
き

継
ぎ
市
民
委
員
会
委
員
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
委
員
会
活
動
の
中
止
や
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
残
念
な
思

い
で
過
ご
さ
れ
た
皆
様
も
多
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

本
年
度
に
入
り
感
染
者
の
減
少
に

伴
い
、
感
染
法
上
も
引
き
下
げ
ら
れ

活
動
復
活
の
兆
し
が
強
ま
っ
た
と
も

言
え
ま
す
。

各
専
門
部
会
役
員
の
皆
様
の
御
協

力
を
仰
ぎ
各
行
事
の
催
行
に
よ
り
多

く
の
参
加
者
を
募
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
復
活
に
努
力
す

る
所
存
で
す
の
で
、
重
ね
て
の
御
支

援
を
お
願
い
致
し
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

四中地区市民委員会
委員長　安藤　治雄

チャレンジクラブ活動
フラワーパークではさわやかな香りと音色と春バラを味わうことができました。
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専門部役員・主事業紹介
福 祉 部

青少年育成部全体事業

環 境 部安全部 スポーツ健康部

文化広報部

部　長 為頭れい子
副部長 菱沼　喜夫
副部長 丸山都美子

部　長 野口　貴代
副部長 岡田　孝之
副部長 今野　貴子

部　長 本田　章二
副部長 皆藤　修樹
副部長 中村　利夫　

部　長 飯田美恵子
副部長 菊地　敏子

部　長 樋口　洋一
副部長 矢口　勝雄

部　長 松尾　安子
副部長 金子　愛子
副部長 仲田　秀治

【事業内容】

【事業内容】 【事業内容】

【事業内容】 【事業内容】【事業内容】
・飛羽ノ園納涼祭
・スポーツ健康部との共催事業
・移動教室
・健康料理教室

・チャレンジクラブの協力
・子ども図画・習字展
・あいさつ声掛け運動

・公民館まつり
・四中地区歩く会
　　（四中地区スポーツ協会共催）　

・部員交流会
・宝篋山登山
・福祉部との共催事業

・公民館花壇花植え
・環境展資料作成
・移動研修
・出前講座

・救急救命講習会
・各イベント車両等の誘導

・広報紙発行
・コンサート開催

ほうきょうさん

★四中地区で何か載せたい情報・記事がございましたら、
四中地区公民館までお知らせください。

前期公民館講座令和 ５ 年 度

花束状にまとめたスワッグ作り

おしゃれなインテリア
スワッグ

おしゃれなインテリア
スワッグ

講師：高須　由加里 
（Flower Shop Flody）

和菓子を作って涼を楽しみました

夏の和菓子夏の和菓子

講師：田中　誠
（田中清月堂）

洋風コケ玉作りに挑戦！

涼を感じるコケ玉づくり涼を感じるコケ玉づくり

講師：熊澤　康子

音楽に合わせて身も心もリフレッシュ

たのしく元気に！
ゆるっとエアロビ
たのしく元気に！
ゆるっとエアロビ

講師：富田　恵理子

顔ヨガで脱マスクも怖くない

顔ヨガ★
目指せマイナス 10歳顔！

顔ヨガ★
目指せマイナス 10歳顔！

講師：岩淵　くにこ

講師：長谷川　卓也
　（茨城県立歴史館職員）

古地図の読み方Ⅱ
～国絵図・城下絵図
を中心に～

古地図の読み方Ⅱ
～国絵図・城下絵図
を中心に～

知らない人ともゲームで友達に！

講師：槙村　衽

ボードゲームを楽しもうボードゲームを楽しもう
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夏
祭
り
が
果
た
す
地
域
の
役
割

国
分
町
は
、
例
年
七
月
に
夏
祭
り
盆

踊
り
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
実
行
委
員
会
、
町
会
、
町
内
関
係

団
体
が
協
力
し
、
企
画
、
運
営
を
行
い

ま
し
た
。

国
分
町
は
、
約
一
七
〇
世
帯
の
小
さ

な
町
内
で
す
。

夏
祭
り
は
、
老
若
男
女
、
多
く
の
住

民
が
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
長
く
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
顔
と
顔
が
分
か
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
果
た
す
行
事
と

し
て
、
準
備
か
ら
撤
収
ま
で
、
世
代
を

越
え
て
取
り
組
む
こ
の
行
事
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
臼
田
周
平
）

我
が
町
紹
介

待
ち
に
待
っ
た
夏
祭
り

四
年
ぶ
り
に
小
松
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
夏
祭
り
は
、
待

ち
に
待
っ
た
と
い
う
思
い
に
満
ち
た
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
よ
り
は
日
数
や
巡
行
ル
ー
ト
を

縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
小
松
自

慢
の
大
き
な
山
車
で
は
お
囃
子
が
奏
で

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
神
輿
も
出
て
、

夏
祭
り
の
醍
醐
味
は
十
分
で
し
た
。

当
日
は
特
に
暑
い
日
で
し
た
が
、
沢

山
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
、
山
車
を
ひ

き
、
久
し
ぶ
り
の
夏
祭
り
を
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

改
め
て
夏
祭
り
と
は
町
内
の
人
た
ち

の
心
を
一
つ
に
し
、
心
を
通
わ
せ
る
素

晴
ら
し
い
催
し
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

 

（
今
野
貴
子
）

山
車
の
改
修

天
川
で
は
老
朽
化
で
傷
ん
だ
山
車
を

改
修
し
て
、
綺
麗
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。
工
務
店
さ
ん
や
職
人
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
携
わ
り
、

再
び
街
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う

願
い
が
実
り
、
お
か
げ
様
で
七
月
十
五

～
十
六
日
に
四
年
ぶ
り
の
開
催
に
漕
ぎ

着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と

こ
ろ
続
く
真
夏
日
の
熱
中
症
対
策
に
も

万
全
を
期
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
目
新
し
く
な
っ
た

山
車
の
上
で
は
、
お
囃
子
笛
太
鼓
の
子

供
達
も
元
気
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、

町
内
に
は
久
し
ぶ
り
に
か
つ
て
の
日
常

を
取
り
戻
す
よ
う
な
活
気
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。�

（
石
塚
義
久
）

子
供
自
転
車
県
大
会
へ
出
場

交
通
安
全
協
会
土
浦
支
部
　
　

東
分
会
長
　
石
川
　
俊
昭

第
五
十
七
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車

茨
城
県
大
会
が
、
七
月
十
三
日
、
ひ
た

ち
な
か
市

総
合
体
育

館
で
四
年

ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、

土
浦
地
区

代
表
校
と

し
て
東
小

学
校
が
出

場
し
ま
し
た
（
行
政
輪
番
）
。

梅
雨
の
季
節
、
学
校
行
事
等
と
重
な

り
、
練
習
時
間
が
少
な
い
中
、
入
賞
を

目
指
し
て
選
手
達
は
集
中
し
た
努
力
で

大
会
へ
挑
み
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
挑

ん
だ
経
験
が
大
き
な
財
産
と
し
て
形
成

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
挑
む
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
頂
き
、
勇
気
と

自
信
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
れ
ば
大
変
嬉

し
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
土
浦
支
部
東

分
会
役
員
、
東
小
教
育
後
援
会
、
東
小

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
、
関
連
関
係
者
の
皆

様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 情

報
情
報

東
小
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土
浦
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
　
　

宮
本
　
紳
一

こ
ん
に
ち
は
、
私
た
ち
の
団
体
は
、
平
成

八
年
（
一
九
九
六
年
）
四
月
に
結
成
さ
れ
た

二
十
七
年
目
に
な
る
レ
ク
活
動
が
大
好
き

な
、
お
互
い
協
力
、
助
け
合
っ
て
楽
し
い
遊

び
と
元
気
を
提
供
す
る「
遊
び
の
創
造
集
団
」

で
す
。
四
中
地
区
公
民
館
を
拠
点
に
、
室
内
外

の
ゲ
ー
ム
の
指
導
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
そ
し

て
創
作
活
動
な
ど
を
主
に
市
内
外
で
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
派
遣
要
請
の
依
頼
を
頂

け
れ
ば
ど
こ
で
も
協
力
致
し
ま
す
。

毎
年
四
月
に
は
、「
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ

ソ
ン
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活
動
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
十
一
月

に
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
も
兼
ね
「
バ
ス
レ

ク
研
修
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
会

員
は
十
五
名
、
興

味
の
あ
る
方
は
是

非
お
声
を
お
掛
け

下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、

地
域
に
根
差
し
た

レ
ク
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
レ
ク
協
仲
間
の
活
動

事務局　四中地区公民館内　☎824-9330 環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。

編
集
後
記

編
集
後
記

四
中
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
第
38
号
の
「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
を

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ

い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
情
報
源
と
な
り
、

皆
様
の
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
作
り
に
向

け
、
文
化
広
報
部
全
員
で
活
動
し
て
行
き

ま
す
。 

（
岡
田
孝
之
）

・
地
図
と
拳 

小
川
　哲 

集
英
社

・
荒
れ
地
の
家
族 

佐
藤 

厚
志 

新
潮
社

・
し
ろ
が
ね
の
葉 

千
早
　茜 

新
潮
社

・
傲
慢
と
善
良 

辻
村 

深
月 

朝
日
文
庫

・
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
子
供
達 

池
井
戸 

潤 

文
集
文
庫

・
茨
城
の
ト
リ
セ
ツ 

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集
部  

 
 

昭
文
社

・
た
っ
た
ひ
と
つ
の
冴
え
た
や
り
か
た

　
　
　
　
　
　 ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
テ
ィ
プ
ト
リ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア

 
 

ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫

・
池
上
彰
の
教
養
の
ス
ス
メ 
池
上
　彰

 
 

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫

・
す
ご
す
ぎ
る
天
気
の
図
鑑 

空
の
ふ
し
ぎ
が
す
べ
て
わ
か
る
！   

 

荒
木 

健
太
郞 

 
 

KAD
O

KAW
A

・
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う 

柴
田 

ケ
イ
コ

 
 

KAD
O

KAW
A

新刊図書案内新刊図書案内

 

事
務
局
よ
り

　

い
つ
も
の
生
活
が
よ
う
や
く
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
数
年
で
色
々
な

こ
と
が
変
わ
り
ま
し
た
。
元
に
戻
る

も
の
も
あ
れ
ば
戻
ら
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

同
好
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
公
民

館
で
の
活
動
は
今
年
度
か
ら
一
層
活

発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
を
始

め
た
い
方
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
公
民
館

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
職
員
紹
介

　

館
長
（
所
長
） 

清
水　
　

剛

　

主
幹 

登
坂　
　

繭

　

指
導
員 

冨
島　
　

進

　

社
会
福
祉
協
議
会 

中
根　

一
幸

　

窓
口
事
務 

里
村　

厚
子

　

窓
口
事
務 

於
本　

園
恵

日
時
：
令
和
５
年
８
月
22
日
（
火
）

場
所
：
市
役
所
会
議
室

【
個
人
の
部
】�

（
敬
称
略
）

●
二に

田た　
幸み

ゆ
き

様　
（
桜
ヶ
丘
町
）

―
防
犯
・
奉
仕
活
動
（
二
十
七
年
間
）
―

　

町
内
の
行
事
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
登
下
校
時
の
児
童
見
守
り
活
動
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
青
少
年
相
談
員
と
し
て
も
活
動
し
、
地
域
住
民
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
。

■図書室利用ガイド
　利用時間：９時～ 17時　休館：月曜・祝日等

どなたでも自由にお使い頂けます。皆さまが気持ちよくご利用頂けるよう、マナーを守ってご利用ください。
本の貸し出しを希望する方は、事務室横の貸出簿に記入してください。

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る
表
彰


